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○ トンネルや橋梁といった道路構造物の大規模修繕には、高度な専門性や技術力が求められることから、技術職

員が不足している小規模団体においては、工事の積算や施工管理を実施することが難しい。

○ 高度な技術力を要する修繕や、災害復旧などの大規模工事等については、道路法上の代行制度を活用して、技

術力不足を補うことが考えられるが、今後、技術職員の不足が各地で更に深刻化した場合の体制の確保が課題と

考えられる。

⑤修繕（工事）

【業務の概況】  ・点検（トンネル・橋梁は５年に１回の法定点検）により発見した損傷箇所について、修繕を実施。

高度な技術力を有する修繕や災害復旧工事の代行

道路法において、以下のような代行制度が設けられている。
（１）高度な技術力・機械力を要する一定の修繕工事について、国が本来の道路管理者に代わって行うことができる。（平成25年
創設）

（２）災害が発生した場合、都道府県が市町村に代わって災害復旧工事等を行うことができる。（令和２年創設）

◆活用例（福島県三島町）
・ 三島大橋では、高力ボルトの破断・脱落や鋼部材の塗装、床版の劣化損傷が進行していたが、
補修には高度な専門知識・技術力を要するため、技術職員がいない町では対応が困難

・ 国に要請し、地方整備局の職員などで構成する「道路メンテナンス技術集団」の派遣を受けて
直轄診断を行い、国による修繕代行事業（上記（１））として橋梁保全対策を実施

【課題解決に向けた取組】

＜取組にあたっての課題等＞

   今後、技術職員がいない市町村が更に増加することが想定される中、代行制度を希望する団体
が増加した場合、代行する側の工事実施体制の確保に影響が生じる可能性もある。

【執行上の課題】 ・橋梁の修繕には、高度な専門性や技術力が必要であることから、技術職員がいない小規模団体においては、
工事の積算や施工管理の実施が困難。
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